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カイガラムシと「すす病(カビの一種)」

の被害を受けやすい。カイガラムシが発

生すると、二次的にその排泄物にすす病

が発生するので一緒に対処する。 

葉は大きいが、萌芽力は弱く、自然にこ

んもりとした樹形にまとまってくる。強

い剪定を避け、樹形を整えて風通しよく

維持する程度の剪定がお薦め。 

日向から半日陰まで適応するが、静岡以

西に分布する暖地の樹。暑さに強いが寒

さは苦手。関東地方などでは北風を避け

配植したい。若木はよく生長するが、成

木になると樹形がまとまってくる。 
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好みの環境 

日当り 陽 ○ ○ 陰 

土 壌 乾 ○ 湿 

寒 さ 強 ○ 弱 

暑 さ 強 ○ 弱 

潮 風 強 ○ 弱 

葉裏に尖った釘などで文字を書くと黒く浮かび

上がってくる。そのため、「葉書の木」の愛称

を持つ。 

Memo 

雌雄異株で、４～５月に咲く小さな黄緑色の花、

秋に雌株につける赤い実、どちらも小さいがい

くつも丸くまとまってつくので遠目にもよく目

立つ。一番の特徴は葉、鋭い鋸歯のある大きな

葉は、肉厚でつやつやと光沢がある。別称「葉

書の木」「郵便局の木」など話題が多い。 

生長：普通、雌雄異株 特 記 
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